
ローテーション例 (2023 年度) 

※2024 年度からは都内中心のローテーションに変更となりますので、参考としてご覧ください。確定したら改

めて掲載します。 

 

 
 

A～H の選択肢をベースに、相談して研修内容を決めていきます。 

 

 八千代：東京女子医科大学附属八千代医療センター 

千葉県の救急医療の中核をなす PICU を備えた本学附属の連携施設で、小児救急、急性期治療・管理、全身管

理を学ぶにはたいへん恵まれた環境です。研修 1 年目の後半は一般小児救急医療を目的とした研修、より経験

を積んだ 2 年目、3 年目に PICU での研修を行うことができます。 

 常陸大宮：常陸大宮済生会病院 小児科 

茨城県北西部で唯一の中核病院です。小児科の入院診療が可能な地域で唯一の施設のため、一般小児診療、小

児救急診療を中心に、様々な慢性疾患の入院・外来診療を研修できます。地域の子どもたちの健やかな成⾧発

達に寄与するため、発達障害の診療、乳幼児健診・予防接種など小児保健、地域連携にも力を入れています。 

 聖路加血液：聖路加国際病院 小児科 

東京小児がん研究グループの本部があり、白血病など血液悪性腫瘍の治療の歴史も古い権威ある連携施設です。

緩和ケア、在宅医療などのシステムも整っており、小児血液・腫瘍学の最先端かつ総合的な研修を行うことが

出来ます。 

 海浜病院新生児：千葉市立海浜病院 新生児科 

幕張メッセ近くの病院で、地域を支える周産期センターとして新生児集中治療を行っています。早産児の呼吸・

栄養管理を主体としていますが、2020 年度からは先天性心疾患に対する心臓外科手術が開始され、術前管理

を含めた循環管理の研修も可能となります。 

 国立国際血液：国立国際医療研究センター 小児科 

骨髄移植（造血幹細胞移植）、小児放射線治療などの集学的治療の経験がたいへん豊富な連携施設で、小児血

液・腫瘍学の最先端かつ総合的な研修を行うことが出来ます。 

 加須：済生会加須病院 小児科 

この病院の診療圏は、小児科診療施設が大変少ない地区です。急性疾患から慢性疾患まで、様々な疾患につい

て研修出来ます。また、小児救急勉強会を開催し、地域救急隊・行政機関等と顔の見える関係を構築しながら、

小児救急医療の充実に努めているのも特色です。 
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